


数
々
の
歴
史
の
舞
台
と
な
っ
て
き
た　

東
西
交
通
の
要
衝
・
関
ヶ
原

関
ヶ
原
の
地
は
、
古
代
に
は
不
破
関
が
置
か
れ
る

な
ど
、
畿
内
と
東
国
の
結
節
点
と
し
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
近
世
初
頭
に
は
、
徳

川
家
康
の
覇
権
を
決
定
づ
け
た「
関
ヶ
原
の
戦
い
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大海人皇子が兜をかけたとされる
兜掛石

伊吹山

不破の関跡

１

地
域
の
歴
史

岐
阜
県
の
西
端
・
県
境
の
町

　

関
ヶ
原
町
は
、
岐
阜
県
の
西
端
部
、
伊

吹
山
地
と
鈴
鹿
山
地
に
は
さ
ま
れ
た
狭
隘

部
に
位
置
し
、
西
は
滋
賀
県
と
接
す
る
県

境
の
町
で
す
。

　

関
ヶ
原
町
の
成
立
過
程
は
、
明
治
三
〇

年（
一
八
九
七
）不
破
郡
関
ヶ
原
村
・
松
尾

村
・
藤
下
村
・
山
中
村
お
よ
び
相
川
村
の

一
部（
野
上
）が
合
併
し
関
ヶ
原
村
に
な
り
、

昭
和
三
年（
一
九
二
八
）町
制
施
行
し
関
ヶ

原
町
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
昭
和

二
九
年（
一
九
五
四
）玉
村
・
今
須
村
お
よ

び
岩
手
村
の
一
部
を
合
併
し
現
在
の
関
ヶ

原
町
と
な
り
ま
し
た
。

　

伊
吹
山
を
発
し
て
町
の
北
東
部
を
流
れ

る
相
川
は
東
流
し
て
垂
井
町
へ
流
れ
、
伊

吹
山
南
中
腹
を
水
源
と
し
滋
賀
県
米
原
市

（
旧
伊
吹
町
）藤
川
を
経
て
不
破
関
跡
の
西

を
流
れ
る
藤
古
川
は
、
町
の
南
部
か
ら
北

に
流
れ
そ
の
後
東
流
す
る
今
須
川
を
合
流

し
て
大
垣
市
上
石
津
町
で
牧
田
川
に
注
い

で
い
ま
す
。
総
面
積
の
八
〇
％
が
森
林
地

帯
で
若
狭
湾
か
ら
の
季
節
風
の
影
響
で
日

本
海
型
の
気
候
が
見
ら
れ
降
雪
量
が
多
い

地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

壬
申
の
乱
と
不
破
関　

伊
吹
山

地
と
鈴
鹿

山
地
の
間

の
わ
ず
か

な
平
坦
地

は
、
古
代

よ
り
畿
内

と
東
国
を
結
ぶ
交
通
の
結
節
点
で
し
た
。

　

天
武
天
皇
元
年（
六
七
二
）壬
申
の
乱
で

は
、
吉
野（
奈
良
県
）か
ら
脱
出
し
た
大
海

人
皇
子
が
、
先
に
関
ヶ
原
で
不
破
道
を
塞

い
だ
美
濃・
尾
張
の
兵
と
合
流
し
て
、
野
上

に「
行
宮
」を
興
し
て
本
営
と
し
ま
し
た
。

　

最
初
の
戦
闘
は
、
近
江
方
の
玉
倉
部

（
関
ヶ
原
町
玉
）へ
の
攻
撃
で
、
近
江
軍
は
、

滋
賀
県
長
浜
市（
旧
浅
井
町
）か
ら
米
原
市

（
旧
伊
吹
町
）を
経
て
玉
に
至
る
道
を
通
っ

て
、
大
海
人
軍
の
側
面
を
衝
こ
う
と
し
ま

し
た
。
両
軍
は
藤ふ

じ
こ古

川
を
挟
ん
で
対
峙
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
西
岸
の
藤
下
に

弘
文
天
皇（
大
友
皇
子
）を
祀
っ
た
若
宮
八

幡
神
社
が
あ
り
、
東
岸
の
松
尾
に
は
天
武

天
皇
を
祀
っ
た
井
上
神
社
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
町
内
を
流
れ
る
黒
血
川
は
、
こ
の

戦
い
で
流
血
が
川
床
を
黒
く
染
め
た
の
で

そ
の
名
が
つ
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
戦
い
に
勝
利
し
た
大
海
人
の
軍
勢

は
、
西
行
し
て
近
江
の
息お

き
な
が長

の
横
河（
滋
賀

県
米
原
市
醒
ヶ
井
付
近
）で
近
江
軍
を
撃
破

し
、
近
江
朝
廷
を
滅
ぼ
し
ま
し
た
。

　

壬
申
の
乱
で
重
要
な
役
割
を
果
し
た

関
ヶ
原
の
地
に
は
、
国
家
的
な
立
場
か
ら

東
国
支
配
の
要
衝
と
し
て
、
東
海
道
の
伊

勢
鈴
鹿
関・
北
陸
道
の
越
前
愛あ

ら
ち
の
せ
き

発
関
と
と
も

に
、
東
山
道
の
美
濃
不
破
関
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

不
破
関
の
遺
跡
は
、
関
ヶ
原
町
松
尾
に

位
置
し
、
発
掘
調
査
で
、
藤
古
川
左
岸
の

自
然
の
要
害
を
利
用
し
た
関
所
で
、北・
東・

南
に
は
土
塁
が
設
け
ら
れ
広
さ
一
二
万
㎡

に
及
ぶ
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。
敷
地

の
一
角
に
は
不
破
関
資
料
館
が
建
て
ら
れ

発
掘
さ
れ
た
和
同
開
珎
や
陶
器
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

関
原
与
一
の
用
水
路
建
設

　

源
平
合
戦
の
時
代
に
関
ヶ
原
に
は
、
謡

曲「
関
原
与
一
」や
幸
若「
鞍
馬
出
」で
有
名

な
関
原
与
一
と
い
う
郷
士
が
い
ま
し
た
。

筋
立
て
は
、
旅
を
急
ぐ
与
一
が
馬
の
泥
を

源
義
経
に
は
ね
掛
け
た
た
め
に
喧
嘩
と
な

り
、
与
一
は
義
経
に
討
た
れ
る
と
い
う
も



野上地内の中山道松並木

関原与一宮

　関ヶ原の戦い布陣図

関ヶ原古戦場

地
域
の
歴
史

2

の
で
、
そ
の
場
所
は
謡
曲「
関
原
与
一
」で

は
山
中（
関
ヶ
原
町
）に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

幸
若「
鞍
馬
出
」で
は
京
都
の
蹴
上
と
な
っ

て
い
ま
す
。
与
一
は
物
語
で
は
粗
暴
な
田

舎
武
士
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
土

地
の
言
伝
え
で
は
、
開
墾
の
た
め
に
若
宮

八
幡
宮
の
西
に
南
北
に
通
る
用
水
路
を
開

い
て
相
川
の
水
を
十つ

づ

ら
九
女
池
に
引
こ
う
と

し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
水
路
は
建
設

途
中
で
与
一
が
殺
さ
れ
た
た
め
完
成
し
ま

せ
ん
で
し
た
が
、

与
一
の
名
は
関
ヶ

原
の
開
拓
者
と
し

て
後
々
ま
で
語
り

継
が
れ
、
建
保
六

年（
一
二
一
八
）与

一
宮
に
祀
ら
れ
ま

し
た
。

天
下
分
け
目
の
関
ヶ
原

　

織
豊
時
代
が
終
わ
り
徳
川

幕
府
が
成
立
し
て
い
く
過
程

で
、
最
大
の
戦
闘
が「
関
ヶ
原

の
戦
い
」で
し
た
。
慶
長
五
年

（
一
六
〇
〇
）徳
川
家
康
率
い
る

東
軍
と
、
石
田
三
成
を
中
心
と

し
た
西
軍
が
、
東
西
約
四
㎞
・

南
北
約
二
㎞
の
関
ヶ
原
台
地
で

決
戦
に
お
よ
び
ま
し
た
。
西
軍

は
、
三
成
の
拠
る
笹
尾
山
、
宇

喜
多
秀
家
の
天
満
山
、
小
早
川

秀
秋
の
松
尾
山
、
毛
利
秀
元
が

布
陣
す
る
南
宮
山
の
ラ
イ
ン

で
東
軍
を
囲
む
陣
形
を
敷
き
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
東
軍
は
、
西
軍
の
包
囲
の
奥

深
く
に
陣
を

置
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

戦
い
に
勝
利

し
た
家
康
は
、

事
実
上
の
天

下
人
と
し
て

覇
権
を
確
か

な
も
の
と
し

ま
し
た
。

関
ヶ
原
の
宿
場
町

　

古
代
よ
り
東
山
道
が
通
る
交
通
の
要
衝

で
あ
っ
た
関
ヶ
原
に
は
、
中
世
の
宿
駅
と

し
て
野
上
宿
・
山
中
宿
が
あ
り
ま
し
た
が
、

後
に
こ
の
二
宿
は
廃
れ
、
江
戸
時
代
の
中

山
道
で
は
、
関
ヶ
原
宿
と
今
須
宿
が
整
備

さ
れ
ま
し
た
。
関
ヶ
原
宿
か
ら
は
、
牧
田
宿

を
経
て
桑
名
に
至
る
伊
勢
街
道
と
、
北
西

に
向
か
い
玉

宿
を
経
て
近

江
木
之
本
宿

で
近
江
北
国

街
道
と
結
ぶ

北ほ
っ
こ
く
わ
き
お
う
か
ん

国
脇
往
還

が
分
岐
し
て

い
ま
し
た
。
ま

た
、
今
須
宿
か

ら
は
、
伊
勢
街

道
の
牧
田
宿

に
い
た
る
平

井
道
が
通
じ
て
い
ま
し
た
。

　

宿
場
は
、
公
用
人
馬
の
継
ぎ
立
て
に
よ

る
出
費
を
、
一
般
の
荷
物
の
継
ぎ
立
て
で

得
ら
れ
る
利
益
で
補
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、

宿
場
間
で
商
人
荷
物
の
奪
い
合
い
が
起
り

ま
し
た
。
慶
長
一
一（
一
六
〇
六
）年
に
、
今

須
・
柏
原
宿
は
、
中
山
道
の
上
が
り
荷
物

を
関
ヶ
原
宿
が
北
国
脇
往
還
の
玉
宿
に
通

し
て
い
る
と
し
て
争
論
を
起
こ
し
て
い
ま

す
。
慶
長
一
六
年（
一
六
一
一
）に
は
、
牧

田
宿
が
濃
州
三
湊
か
ら
の
上
が
り
荷
物
を

平
井
道
を
使
っ
て
今
須
宿
に
通
し
て
い
る

と
し
て
、
関
ヶ
原
宿
・
牧
田
宿
間
で
争
い

が
起
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
街
道
が
交
差

す
る
交
通
の
要
衝
・
関
ヶ
原
な
ら
で
は
の

争
論
で
し
た
。

関
西
・
中
京
圏
の
接
点
・
関
ヶ
原
町

　

明
治
以
降
も
東
西
交
通
の
結
節
点
と
し

て
の
役
割
は
変
わ
ら
ず
主
要
交
通
幹
線
が

通
っ
て
い
ま
す
。
東
海
道
本
線
は
明
治

二
二
年（
一
八
八
九
）に
神
戸
ま
で
全
通
し

ま
す
が
、
こ
の
間
、
京
都
ー
大
阪
間
が
明

治
一
〇
年（
一
八
七
七
）、
京
都
ー
大
津
間

が
明
治
一
三
年（
一
八
八
〇
）、
長
浜
ー
関
ヶ

原
間
は
明
治
一
六
年
に
開
通
し
て
い
ま
す
。

　

デ・
レ
イ
ケ
は
明
治
一
四
年（
一
八
八
一
）

に
大
阪
か
ら
木
曽
川
調
査
に
出
向
い
て
き

た
時
の
行
程
を
、
エ
ッ
シ
ャ
ー
に
送
っ
た

手
紙
の
中
で「
７
月
２
０
日
出
発　

大
阪
か

ら
大
津
ま
で
列
車
で
、そ
れ
か
ら
先
は
、蒸

気
船
で
米
原
ま
で
四
時
間
、強
風
で
私
の

帽
子
が
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
立
派
な
船

で
し
た
。夜
、宿
泊
は
中
山
道
を
七
里
入
っ

た
関
ヶ
原
で
し
た
」と
記
述
し
て
い
ま
す
。

前
年
に
大
津
ま
で
開
通
し
た
鉄
道
が
使
わ

れ
た
こ
と
、
琵
琶
湖
を
蒸
気
船
が
運
航
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
長
浜
ー
関
ヶ
原

間
の
鉄
道
は
開
通
前
で
す
か
ら
中
山
道
は

人
力
車
か
馬
を
使
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

現
在
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線・
東
海
道
新

幹
線
、
国
道
二
一
号・
三
六
五
号
、
名
神
高

速
道
路
な
ど
が
集
中
し
て
通
り
、
関
西
圏・

中
京
圏
の
中
間
に
位
置
す
る
利
点
を
生
か

し
て
繊
維
工
業・
車
両
部
品・
石
材
工
業
な

ど
が
発
達
し
て
き
ま
し
た
。

滋
賀
県
の
木
曽
川
流
域

　

牧
田
川
の
支
流
・
藤
古
川
は
滋
賀
県
米

原
市（
旧
伊
吹
町
）を
源
流
と
し
て
い
ま
す
。

旧
伊
吹
町
は
、
伊
吹
山
の
麓
に
位
置
し
、

昭
和
三
一
年（
一
九
五
六
）坂
田
郡
春
照
村・

伊
吹
村・
東
浅
井
郡
東
草
野
村
が
合
併
し
て

成
立
し
た
町
で
、
平
成
一
七
年
米
原
町・
山

東
町
と
合
併
し
て
米
原
市
に
な
り
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
は
、
藤
古
川
沿
い
の
藤
川
村

に
北
国
脇
往
還
の
藤
川
宿
が
置
か
れ
ま
し

た
。
現
在
は
、
伊
吹
山
ハ
イ
キ
ン
グ
や
冬
の

ス
キ
ー
場
を
中
心
に
豊
か
な
自
然
を
資
源

と
し
た
観
光
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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旱か

ん

そ

ん損
の
地
・
関
ヶ
原
台
地
に

　

築
か
れ
た 

た
め
池
と
マ
ン
ボ

牧
田
川
の
支
流
・
藤
古
川
は
、
滋
賀
県
米
原
市

（
旧
伊
吹
町
）
の
伊
吹
山
南
斜
面
を
源
流
と
し

て
、
岐
阜
県
不
破
郡
関
ヶ
原
町
を
流
れ
て
い
ま

す
。
町
の
中
心
地
が
あ
る
関
ヶ
原
台
地
は
、
利

用
で
き
る
表
流
水
に
乏
し
く
、
灌
漑
用
水
の
確

保
に
苦
労
し
て
き
ま
し
た
。

今須川

地形と利水施設

３

地
域
の
治
水
・
利
水
施
設

牧
田
川
上
流
部
の
地
形

　

牧
田
川
の
支
流
・
藤
古
川
は
滋
賀
県
米

原
市（
旧
伊
吹
町
）
を
流
れ
て
、
関
ヶ
原
町

に
流
入
し
て
い
ま
す
。
関
ヶ
原
の
地
形
は
、

広
大
な
面
積
を
占
め
る
山
地
と
、
そ
の
間

に
挟
ま
れ
た
台
地
お
よ
び
平
野
部
か
ら
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
町
の
主
な
市
街
地
が

位
置
す
る
扇
状
地
性
の
台
地
は
関
ヶ
原
台

地
と
呼
ば
れ
、
北
部
山
地
の
南
側
を
北
西

か
ら
南
東
方
向
に
向
か
っ
て
広
が
っ
て
い

ま
す
。
町
内
の
僅
か
な
平
野
部
は
河
川
が

山
地
や
台
地
を
浸
食
し
て
で
き
た
谷
底
平

野
部
が
主
体
に
な
っ
て
い
ま
す
。
関
ヶ
原

の
地
形
は
鈴
鹿
山
脈
の
北
斜
面
か
ら
北
流

す
る
今
須
川
と
、
伊
吹
山
の
南
斜
面
に
は

じ
ま
り
玉
を
経
て
不
破
関
の
ほ
と
り
を
流

れ
る
藤
古
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
藤
古
川
は
侵
食
が
激
し
い
た
め

河
岸
段
丘
に
ち
か
い
地
形
を
各
地
に
つ
く

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
、
山
地
が
台

地
や
平
野
部
に
接
す
る
付
近
に
小
規
模
な

扇
状
地
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

山
地
の
斜
面
や
台
地
で
は
、
河
川
が
急

流
で
河
床
が
耕
地
よ
り
低
い
と
こ
ろ
を
流

れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
水
が
浸
透
し

や
す
い
砂
礫
質
の
河
床
が
多
く
表
流
水
が

少
な
い
こ
と
か
ら
、
流
水
の
利
用
は
容
易

で
な
く
、
常
に
水
が
不
足
が
ち
な
利
水
環

境
に
あ
り
ま
し
た
。

　

旧
伊
吹
町
を
流
れ
る
藤
古
川
の
上
流
部

に
は
、
上
平
寺（
江
戸
時
代
の
上
平
寺
村
）

を
扇
央
と
す
る
藤
古
川
扇
状
地
が
形
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
水
事
情

　

江
戸
時
代（
天

保
九
年
資
料
）の

村
別
か
ら
、
耕
地

全
体
に
占
め
る

水
田
の
割
合
を

見
る
と
、
今
須
川

と
そ
の
支
流
に

沿
っ
た
谷
底
平

野
に
耕
地
が
多

い
今
須
村
は
、
水

田
率
が
約
七
六

％
と
高
く
、
藤
古

川
水
系
が
形
成
し
た
谷
底
平
野
が
あ
る
玉

村
で
も
六
七
％
の
水
田
率
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
対
し
て
台
地
上
に
位
置
す
る

松
尾
村
は
四
四
％
、
野
上
村
は
二
八
％
に

過
ぎ
ず
、
台
地
上
の
地
域
の
水
不
足
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
域
の
ほ
と
ん
ど
が
旱
損
地
で

あ
る
た
め
、
水
害
の
記
録
は
少
な
く
数
例

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
慶
安
三
年

（
一
六
五
〇
）
九
月
一
日
・
二
日
、
美
濃

全
域
で
多
く
の
被
害
を
出
し
た「
大
寅
の

洪
水
」
で
は
、
関
ヶ
原
村
で
も
被
害
が
出

て
い
ま
す
。
こ
の
未
曾
有
の
大
災
害
を
除

く
と
関
ヶ
原
の
水
害
は
、
専
ら
今
須
村
に

限
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
享
和
二
年

（
一
八
〇
二
）
六
月
二
九
日
の
大
風
雨
で
、

今
須
村
の
土
橋
三
ヶ
所
が
流
失
し
、
諸
所

で
堤
が
決
壊
し
田
畑
損
地
高
一
七
〇
石
余

の
被
害
を
出
し
て
い
ま
す
。
文
化
二
年

（
一
八
一
五
）
六
月
二
六
日
の
豪
雨
は
二
七

日・
二
八
日
も
降
り
や
ま
ず
美
濃
諸
川
が
氾

濫
し
ま
し
た
が
、
こ
の
と
き
に
は
、
今
須

川
も
氾
濫
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
水
害
が
少
な
い
反
面
、
ほ

と
ん
ど
の
耕
地
で
安
定
し
た
用
水
が
乏
し

く
、
特
に
夏
秋
に
日
照
り
が
続
く
と
用
水

が
行
き
届
か
ず
甚
だ
困
窮
し
ま
し
た
。

関
ヶ
原
台
地
の
た
め
池
造
成

　

用
水
に
恵
ま
れ
な
い
関
ヶ
原
で
は
、
江

戸
時
代
か
ら
水
を
得
る
た
め
に
様
々
な
努

力
が
払
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
中
で
も
有

力
な
対
策
と
し
て
多
く
の
た
め
池
が
造
成

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
た
め
池
は
山
腹
と
そ
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池寺池

マンボの構造図

４

地
域
の
治
水
・
利
水
施
設

の
下
側
に
あ
る
耕
地
と
の
中
間
に
設
け
ら

れ
た
も
の
が
多
く
、
北
部
山
地
側
で
は
、

標
高
一
七
〇
〜
二
〇
〇
ｍ
の
等
高
線
に
沿

う
形
で
北
西
か
ら
南
東
に
か
け
て
二
〇
ち

か
く
の
た
め
池
が
見
ら
れ
ま
す
。
つ
ぎ
に
、

藤
古
川
に
近
い
西
部
山
地
の
東
に
一
〇
ヶ

所
ほ
ど
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ

も
小
規
模
で
、
規
模
が
大
き
い
池
と
し
て

は
天
満
山
の
北
に
あ
る
池
寺
池
が
貯
水
量

三
〇
五
，〇
〇
〇
㎥・
受
益
面
積
は
三
〇
ha

に
お
よ
び
ま

す
。
関
ヶ
原
台

地
南
側
の
山
腹

に
も
た
め
池
は

造
ら
れ
て
お

り
、
松
尾
山
の

北
斜
面
が
平
地

と
接
す
る
辺
り

に
四
ヶ
所
、
桃

配
山
の
北
斜
面

に
一
〇
ヶ
所
ほ

ど
が
造
ら
れ
て

い
ま
す
。中
で
も
十つ

づ

ら
九
女
池
や
西
新
池
、
東

新
池
は
規
模
が
大
き
な
た
め
池
で
、
多
く

の
耕
地
の
用
水
を
ま
か
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

た
め
池
の
分
布
は
関
ヶ
原
台
地
に
集
中

し
て
お
り
、
南
部
の
今
須
川
流
域
に
は
見

当
た
り
ま
せ
ん
。
耕
地
が
山
地
の
斜
面
や

台
地
に
あ
る
場
合
、
河
川
が
近
く
に
流
れ

て
い
て
も
水
面
と
耕
地
の
高
低
差
が
大
き

く
取
水
が
困
難
な
場
所
で
た
め
池
が
造
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
今
須
川
流
域
の
今
須
村

の
よ
う
に
谷
底
平
野
に
耕
地
が
あ
る
地
域

で
は
河
川
か
ら
の
取
水
で
賄
え
る
た
め
、

た
め
池
を
造
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

江
戸
時
代
に
は
領
主
が
石
高
を
増
や
す

た
め
に
た
め
池
の
新
設
や
修
理
に
力
を
注

い
で
い
た
こ
と
が
、
古
文
書
に
散
見
さ
れ

ま
す
。
文
化
一
二
年（
一
八
一
五
）
に
は

十
九
屋
池
の
新
溝
堀
人
足
扶ふ

ち持
と
し
て
米

三
斗
が
渡
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
政
一
一
年

（
一
八
二
八
）
関
ヶ
原
村
は
池
寺
池
の
柱
が

腐
敗
し
て
き
た
の
で
栗
の
木
を
下
付
さ
れ

る
よ
う
領
主
に
願
い
で
て
、
代
わ
り
に
松

の
木
二
本
を
下
付
す
る
か
ら
こ
れ
を
売
却

し
て
栗
の
木
を
買
う
よ
う
申
し
つ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
翌
年
の
工
事
に
は
、
池
寺
池

柱
仕
替
普
請
人
足
扶
持
と
し
て
五
〇
人
分

の
扶
持
米
二
斗
五
升
が
領
主
か
ら
下
付
さ

れ
て
い
ま
す
。

明
治
に
多
く
造
ら
れ
た
マ
ン
ボ

　

扇
状
地
や
台
地
な
ど
砂
礫
の
多
い
土
地

で
は
、
水
が
地
下
に
浸
透
し
て
表
流
水
が

乏
し
い
の
で
、
地
下
二
、三
ｍ
に
ト
ン
ネ
ル

状
の
水
路
を
掘
っ
て
、
地
下
水
を
集
め
て

利
用
す
る「
マ
ン
ボ
」
と
い
う
利
水
施
設
が

造
ら
れ
ま
し
た
。
マ
ン
ボ
は
江
戸
時
代
末

期
か
ら
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
正
時

代
ま
で
掘
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

マ
ン
ボ
が
造
ら
れ
た
地
域
は
、
三
重
県

が
最
も
多
く
北
部
の
鈴
鹿
山
地
東
麓
の
い

な
べ
市
を
中
心
に
菰
野
町
・
四
日
市
市
・

鈴
鹿
市
・
亀
山
市
な
ど
の
地
域
に
見
ら
れ

ま
す
。
岐
阜
県
で
は
、
不
破
郡
垂
井
町
に

一
〇
〇
本
以
上
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
お

り
、
ほ
か
に
海
津
市
南
濃
町・
大
垣
市
上
石

津
町・
養
老
町
に
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

関
ヶ
原
町
で
は
、
不
破
関
跡
や
関
ヶ
原

中
学
校
の
南
、
神
明
神
社
の
北
な
ど
で
約

三
五
本
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

マ
ン
ボ
の
長
さ
は
、
二
〇
〇
〜
四
〇
〇
ｍ

く
ら
い
が
多
く
、
中
に
は
一
，二
〇
〇
ｍ
に

お
よ
ぶ
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

明
治
三
〇
年
〜
四
〇
年
頃
に
盛
ん
に
開

削
さ
れ
た
マ
ン
ボ
で
す
が
、
野
上
に
は
大

正
四
年（
一
九
一
五
）
に
耕
地
整
理
事
業
の

一
環
と
し
て
掘
ら
れ
た
も
の
が
あ
り
、
さ

ら
に
、
昭
和
九
年（
一
九
三
四
）
に
、
繊
維

工
場
の
工
業
用
水
と
し
て
相
川
か
ら
導
水

す
る
マ
ン
ボ
が
掘
ら
れ
て
い
ま
す
。
第
二

次
世
界
大
戦
後
に
機
械
力
を
使
っ
た
水
利

灌
漑
施
設
が
整
備
さ
れ
る
に
と
も
な
っ
て

マ
ン
ボ
は
役
割
を
終
え
ま
し
た
。

　

滋
賀
県
側
の
藤
古
川

上
流
の
上
平
寺
地
先
は
、

伊
吹
山
の
斜
面
に
位
置

す
る
耕
地
の
少
な
い
山

村
で
し
た
が
、
江
戸
時

代
末
期
か
ら
明
治
前
半

に
マ
ン
ボ
が
掘
ら
れ
水

田
開
発
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
明
治

二
九
年（
一
八
九
六
）
の

大
水
害
に
よ
っ
て
河
川

敷
の
耕
地
が
土
石
流
に

埋
没
し
、
大
き
く
耕
地

を
減
ら
し
ま
し
た
。

関
ヶ
原
町
の
上
水
道

　

関
ヶ
原
町
は
、
昭
和
三
三
年（
一
九
五
八
）

簡
易
水
道
の
開
設
を
決
め
、
最
初
の
給
水

地
を
関
ヶ
原
地
区（
一
部
地
域
を
除
く
）・
松

尾
地
区
・
大
高
地
区
と
し
ま
し
た
。
翌
年
、

水
道
の
た
め
大
栗
毛
川
か
ら
の
取
水
施
設・

浄
水
場
な
ど
を
建
設
し
て
給
水
を
開
始
、

昭
和
三
七
年
に
は
野
上
地
区
に
も
給
水
を

す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
年
に
は
今
須

地
区
の
簡
易
水
道

工
事
に
も
着
手

し
、
今
須
の
水
峰

に
水
源
地
用
地
を

取
得
し
て
翌
年
に

は
給
水
を
始
め
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
本
格
的
な
上
水
道
開
設
を
目
的

に
昭
和
三
五
年
か
ら
藤
古
川
ダ
ム
の
建
設

に
着
手
し
、
昭
和
三
九
年
に
藤
古
川
ダ
ム

に
上
水
道
取
水
塔
が
完
成
し
、
関
ヶ
原（
一

部
地
域
を
除
く
）・松
尾・藤
下・山
中・大
高・

野
上・
玉
の
各
地
区
に
供
給
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
、
繊
維
工
場
に

専
用
工
場
水
道
が
引
か
れ
る
な
ど
町
内
の

上
水
道
の
整
備
が
進
ん
で
行
き
ま
し
た
。
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山
と
海
を
結
ぶ
木
曽
三
川

  

新
し
い
舟
運
路  

船
頭
平
閘
門
開
通

明
治
改
修
以
前
の
木
曽
三
川
下
流
部
で
は
、

三
川
間
を
舟
が
自
由
に
行
き
交
い
、
物
流
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。
改
修

に
よ
っ
て
三
川
が
完
全
分
流
さ
れ
た
後
も
、

舟
運
路
を
確
保
す
る
た
め
、
新
木
曽
川
と
新

長
良
川
を
結
ぶ
閘
門
が
船
頭
平
に
造
ら
れ
ま

し
た
。

青鷺川跡（木曽川口）

空から見た船頭平閘門

明治改修以前の舟運路

５

歴
史
記
録

工
事
の
中
心
は
新
河
道
へ
の
切
替
え
に

　

明
治
三
二（
一
八
九
九
）
年
の
秋
、
木
曽・

長
良・
揖
斐
の
三
川
を
分
離
す
る
工
事
が
大

詰
め
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

　

長
良
川
が
合
流
し
て
い
た
木
曽
川
成
戸

付
近
で
は
、
立
田
輪
中
を
開
削
し
た
新
木

曽
川
河
道
と
高
須
輪
中
を
開
削
し
た
新
長

良
川
河
道
が
平
行
し
て
姿
を
現
し
、
ま
た
、

木
曽
川
と
揖
斐
川
が
合
流
し
て
い
た
油
島

下
流
で
は
、
長
島
輪
中
を
開
削
し
た
新
長

良
川
河
道
と
、
上
之
輪
輪
中
を
開
削
し
た

新
揖
斐
川
河
道
が
背
割
堤
を
挟
ん
で
平
行

し
て
新
河
道
の
姿
を
見
せ
て
い
て
、
改
修

工
事
中
心
は
、
新
河
道
へ
の
河
川
水
切
替

え
の
た
め
の
締
切
堤
防
の
築
造
へ
と
移
っ

て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
木
曽
三
川
の
分
離
に
伴
っ
て
、

山
と
海
を
結
ぶ
重
要
な
交
通
路
と
し
て
古

く
か
ら
続
い
て
き
た
木
曽
三
川
の
舟
運
路

が
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

姿
を
消
す
古
来
か
ら
の
舟
運
路

　

木
曽
三
川
か
ら
名
古
屋
へ
の
舟
運
路
と

し
て
は
、
筏
川
を
経
由
す
る
ル
ー
ト
が
あ

り
ま
し
た
が
、
明
治
二
十（
一
八
八
七
）
年

か
ら
始
ま
っ
た
木
曽
川
下
流
部
の
改
修
工

事
に
よ
っ
て
、
明
治
二
四（
一
八
九
一
）
年
、

木
曽
川
左
岸
の
五
明・
小
島
間
の
堤
防
築
造

に
伴
っ
て
締
め
切
ら
れ
、
こ
の
時
、
筏
川

の
舟
運
路
が
姿
を
消
し
ま
し
た
。

　

ま
た「
七
里
の
渡
」
の
内
回
り
ル
ー
ト

の
白
鷺
川
経
由
の
ル
ー
ト
も
、
明
治
二
三

（
一
八
九
〇
）
年
ま
で
の
木
曽
川
河
道
開
削

と
堤
防
築
造
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
、
木
曽

川
河
口
廻
り
の
ル
ー
ト
の
み
と
な
り
ま
し

た
。

　

木
曽
川
か
ら
桑
名
へ
の
舟
運
路
は
、
油

島
喰
違
堤
か
ら
揖
斐
川
に
入
る
ル
ー
ト
と
、

さ
ら
に
、
そ
の
下
流
の
長
島
輪
中
で
鰻
江

や
青
鷺
川
を
経
由
し
て
揖
斐
川
に
入
り
、

桑
名
湊
に
至
る
ル
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
が
、

鰻
江
や
青
鷺
川
の
ル
ー
ト
は
、
明
治
二
一

（
一
八
八
八
）
年
か
ら

明
治
二
三
年
ま
で
の

新
木
曽
川
右
岸
堤
防

の
築
造
に
よ
っ
て
締

め
切
ら
れ
、
油
島
喰

違
堤
の
み
が
木
曽
川

と
揖
斐
川
を
結
ぶ
唯

一
の
ル
ー
ト
と
し
て

残
っ
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
三
二（
一
八
九
九
）
年
に
は
、
岐
阜

県
内
の
中
須
川・
中
村
川・
大
榑
川
の
分
派

口
が
長
良
川
右
岸
堤
防
の
築
造
に
よ
り
締

め
切
ら
れ
、
長
良
川
と
揖
斐
川
の
舟
運
路

も
閉
ざ
さ
れ
、
ま
た
、
佐
屋
川
の
分
派
口

も
木
曽
川
左
岸
堤
防
の
築
造
に
伴
っ
て
締

め
切
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
古

来
か
ら
の
木
曽
三
川
の
舟
運
路
は
、
派
川

経
由
の
ル
ー
ト
の
全
て
が
廃
止
さ
れ
、
本

川
ル
ー
ト
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
は
、
明
治
二
二（
一
八
八
九
）
年

に
東
海
道
線（
東
京
ー
神
戸
）
が
全
通
す
る

な
ど
、
鉄
道・
道
路
な
ど
の
新
し
い
交
通
体

系
が
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
木
曽
川

の
舟
運
路
も
、
明
治
一
九（
一
八
八
六
）
年

に
は
、
木
津
用
水
と
堀
川
を
利
用
し
た
航

路
が
開
発
さ
れ
、
犬
山
と
名
古
屋
間
を
約

四
時
間
で
結
ん
だ
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

長
良
川
の
誕
生

　

明
治
三
二（
一
八
八
九
）
年
一
一
月
、
河

川
流
量
の
減
少
を
ま
っ
て
、
木
曽
川
と
長

良
川
を
分
離
す
る「
成
戸
・
小
藪
」
間
の
旧

長
良
川
河
道
の
締
切
に
着
手
し
、
上
流
の

桑
原
輪
中（
羽
島
市
）
に
続
く
連
続
堤
防
の

築
造
に
よ
っ
て
完
全
に
分
離
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
い
で
、

木
曽
川
の

流
れ
を
新

木
曽
川
河

道
に
転
流

さ
せ
る
た

め
の
「
日

原・
塩
田
」

の
締
切
を

完
成
し
、

こ
れ
に
よ
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歴
史
記
録

つ
て
、
古
来
か
ら
木
曽
川
の
支
川
で
あ
っ

た
長
良
川
が
、
独
立
し
た
長
良
川
と
し
て

誕
生
し
ま
し
た
。

油
島
の
締
切
堤

　

油
島
締
切
堤
は
、
延
享
四（
一
七
四
七
）

年
の
二
本
松
藩
に
よ
る
御
手
伝
普
請
に
始

ま
り
、
宝
暦
治
水
と
呼
ば
れ
て
い
る
宝
暦

五（
一
七
五
五
）
年
の
薩
摩
藩
御
手
伝
普
請

に
お
い
て
そ
の
骨
格
が
造

ら
れ
、
明
和
五（
一
七
六
七
）

年
の
徳
島
藩
な
ど
に
よ
る
御

手
伝
普
請
に
よ
っ
て
完
成
し

ま
し
た
。
こ
の
締
切
堤
に
は

洪
水
時
に
木
曽
川
の
洪
水
を

分
派
す
る
洗
堰
部
分
と
通
船

路
と
し
て
の
喰
違
堤
部
分
が

あ
り
、
完
成
後
も
、
数
回
に

及
ぶ
御
手
伝
普
請
な
ど
に
よ
る
改
良
工
事

と
、
受
益
を
受
け
る
近
隣
の
六
三
ヶ
村
に

よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

明
治
初
期
に
お
け
る
油
島
締
切
堤
の
状

態
は
、『
平
素
は
喰
違
水
路
よ
り
両
川
通
船

の
便
を
な
し
、
木
曽
川
三
合
以
上
の
増
水

時
は
洗
堰
上
よ
り
揖
斐
川
に
流
れ
、
五
合

以
上
の
増
水
時
は
、
福
原
村
東
の
福
原
川

に
も
流
れ
込
み
、
八
合
以
上
の
増
水
と
な

る
と
油
島
新
田
か
ら
松
ノ
木
ま
で
の
油
島

締
切
堤
全
体
を
越
流
す
る
状
態
で
あ
っ
た
』

と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
原
・
塩
田
地
先
の
締
切
が
完
了
す
る

と
油
島
地
先
の
締
切
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
新
し
い
締
切
堤
防
は
、
宝
暦
治
水
な

ど
に
よ
る
油
島
締
切
堤
を
そ
の
ま
ま
残
し

て
、
木
曽
川
側（
新
長
良
川
）
に
張
り
付

け
る
形
で
築
造
さ
れ
ま
し
た
。
洗
堰
部
分

は
、
現
在
の
河
川
距
離
標
で

一
二
・四
ｋ
付
近
に
あ
り
ま

し
た
が
、
張
石
が
撤
去
さ
れ

て
新
し
い
締
切
堤
防
の
高
さ

に
ま
で
嵩
上
げ
築
堤
さ
れ
、

ま
た
、
喰
違
堤
の
通
船
路
部

分
は
、
現
在
の
北
伊
勢
工
業

用
水
取
水
口
付
近
に
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
も
新
し
い
締

切
堤
防
法
線
に
沿
っ
て
埋
立

て
堤
防
が
築
造
さ
れ
、
明
治

三
三（
一
九
〇
〇
）
年
三
月

末
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
時
に
は
、
船
頭
平
と

松
ノ
木
間
の
旧
木
曽
川
河
道

は
、
新
長
良
川

左
岸
堤
防
に
よ

っ
て
締
め
切
ら

れ
て
い
ま
し
た

か
ら
、
こ
の
油

島
締
切
に
よ
っ

て
完
全
に
旧
木

曽
川
か
ら
分
離

さ
れ
た
新
し
い

長
良
川
が
誕
生

し
ま
し
た
。

閘
門
の
施
工
は
直
営
工
事
で

　

新
木
曽
川
と
新
長
良
川
を
結
ぶ
通
船
路

「
船
頭
平
閘
門
」
は
、旧
木
曽
川
左
岸
の

船
頭
平
村
の
上
流
端
の
木
曽
川
派
川
福
原

川
の
左
岸
堤
防
敷
付
近
に
お
い
て
、
明
治

三
二（
一
八
九
九
）年
十
月
に
着
工
さ
れ
ま

し
た
。同
年
一
一
月
七
日
付
け
の『
扶
桑
新
聞
』

に
は
、「
船
頭
平
の
閘
門
工
事
」
の
見
出
し

で
、
十
月
上
旬
に
起
工
し
た
こ
と
が
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

工
事
の
施
工
は
、
船
頭
平
工
営
所（
現
在

で
は
出
張
所
に
相
当
）
が
担
当
し
、
直
営

工
事
で
も
っ
て
施
工
さ
れ
ま
し
た
。

　

閘
門
は
、
長
さ
三
六
・五
四
ｍ
、
幅
五
・

四
八
ｍ
、
水
深
一
・五
二
ｍ
の
大
き
さ
で
、

通
航
す
る
舟
を
収
容
す
る
閘
室
を
中
央
に
、

そ
の
前
後
の
門
扉
が
取
り
付
け
ら
れ
る
閘

頭
部
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

閘
頭
部
は
、
幅
二
七
・一
ｍ
、
長
さ

一
六・二
ｍ
の
レ
ン
ガ
積
構
造
で
隅
角
部
が

切
石
積
に
よ
っ
て
補
強
、
基
礎
に
は
厚
さ

一・三
六
ｍ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
敷
き
、
さ

ら
に
厚
さ
〇・四
三
ｍ
の
レ
ン
ガ
を
敷
き
詰

め
た
上
に
構
築
さ
れ
ま
し
た
。

　

閘
室
は
、
長
さ
二
四・三
六
ｍ
、
敷
幅
五・

四
九
ｍ
。
側
壁
は
四
五
度
勾
配
の
石
積
み
と

し
て
施
工
さ
れ
ま
し
た
。

我
が
国
初
の
複
閘
式
閘
門

　

船
頭
平
閘
門
地
点
の
木
曽
川
と
長
良
川

の
水
位
差
は
、
一
ヶ
月
平
均
に
お
い
て
最

大
約
五
四
㎝
、
最
小
約
八
㎝
、
一
年
間
の

平
均
約
三
五
㎝
で
通
常
で
は
木
曽
川
が
高

位
に
あ
り
ま
し
た
が
、
出
水
の
状
況
に
よ

っ
て
は
長
良
川
の
水
位
が
高
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
閘
門
扉
は

合
掌
式
と
し
て
木
曽
川
に
対
す
る
も
の
二

対
、
長
良
川
に
対
す
る
も
の
二
対
の
、
我

が
国
初
の
複
閘
式
閘
門
と
し
て
計
画
さ
れ

ま
し
た
が
、
施
工
に
お
い
て
は
、
長
良
川

側
の
水
位
が
高
く
な
る
頻
度
が
少
な
い
こ

と
か
ら
、
こ
の
間
の
舟
筏
の
通
閘
を
停
止

し
て
も
大
勢
に
影
響
が
少
な
い
と
の
見
方

か
ら
、
長
良
川
向
け
の
閘
門
扉
一
対（
木
曽

川
側
内
扉
）
の
施
工
を
取
り
や
め
、
閘
門

の
運
用
状
態
を
見
て
必
要
に
応
じ
て
追
加

施
工
す
る
段
階
的
施
工
を
行
う
こ
と
と
さ

れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
運
用
に
入
る
と
長
良
川
側
の

水
位
が
高
く
な
る
頻
度
が
予
想
外
に
多
く
、

木
曽
川
向
け
の
通
閘
に
支
障
が
出
る
こ
と

か
ら
、
明
治
四
二（
一
九
〇
九
）
年
度
か
ら

明
治
四
三
度
に
か
け
て
長
良
川
に
対
す
る

一
対
の
閘
門
扉
を
追
加
施
工
し
ま
し
た
。
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排
水
に
働
差（
ピ
ス
ト
ン
式
）ポ
ン
プ
の
導
入

　

当
時
の
実
施
設
計
書
か
ら
施
工
状
況
を

み
る
と
、
蛇
篭
用
の
礫
採
取
運
搬
の
た
め

の
舟
の
ほ
か
は
、
全
く
機
械
類
の
使
用
が

見
ら
れ
ず
、
す
べ
て
人
力
に
よ
る
施
工
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

施
工
場
所
が
、
堤
防
敷
あ
る
い
は
堤
内

地
の
た
め
仮
締
切
費
用
は
見
込
ま
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
基
礎
掘
削
工
事
は
順
調

に
進
み
、
基
礎
杭
や
矢
板
な
ど
の
施
工
に

次
い
で
、
明
治
三
三
年
三
月
に
は
、
基
礎

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
大
部
分
が
完
成
す
る
と

こ
ろ
ま
で
進
捗
し
ま
し
た
。

　

施
工
費
用
は
、
当
初
一
三
万
六
千
円

余
の
予
算
で
し
た
が
、
竣
工
時
に
は

一
五
万
四
千
円
余
に
増
大
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
大
部
分
が
排
水
費
用
の
増
加
に
伴
う

も
の
で
し
た
。

　

排
水
費
用
は
、
人
力
に
よ
り
五
〇
〇
日

分
の
費
用
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、

浸
透
水
が
多
く
排
水
に
相
当
苦
労
し
た
模

様
で
、
そ
の
当
時
の
模
様
が『
古
老
に
聞
い

た
話
で
は
、
工
事
現
場
は
す
ぐ
近
く
に
木

曽
川
と
長
良
川
が
あ
り
、
浸
透
水
が
甚
だ

し
く
、
毎
日
毎
時
こ
の
水
ぬ
き
作
業
が
大

変
で
あ
り
ま
し
た
。
全
て
足
踏
式
の
水
車

を
幾
つ
も
し
か
け
て
、
一
斉
に
水
車
を
ま

わ
し
、
水
を
上
部
へ
あ
げ
て
放
水
し
た
そ

う
で
す
。』
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
五
台
の
働
差（
ピ
ス
ト
ン
式
）

ポ
ン
プ
を
購
入
し
て
排
水
能
力
を
増
加
し

ま
し
た
が
、
さ
ら
に「
離
心
働（
渦
巻
）
ポ

ン
プ
」の
臨
時
借
り
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。

初
め
て
の
鋼
製
閘
門
扉

　

我
が
国
最
初
の
近
代
閘
門
は
、
明
治

一
三（
一
八
八
〇
）
年
に
竣
工
し
た
宮
城
県

北
上
川
の「
石
井
閘
門
」
で
す
。
さ
ら
に
、

そ
の
後
、
滋
賀
県
の
琵
琶
湖
疎
水
の
大
津

閘
門
な
ど
が
竣
工
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
閘
門
扉
は
す
べ
て
木
製
で

し
た
が
、
船
頭
平
閘
門
で
は
我
が
国
で
初

め
て
の
鋼
製
閘
門
扉
と
し
て
計
画・
施
工
さ

れ
ま
し
た
。

　

一
枚
の
門
扉
の
重
量
は
約
一
〇
ト
ン
も

あ
り
、
ど
の
よ
う
に
し
て
運
搬・
据
え
付
け

た
の
か
詳
細
は
不
明
で
す
が
、
桑
名
の
直

営
機
械
工
場
で
各
部
品
を
製
作
し
、
こ
れ

を
搬
入
し
て
現
地
で
組
み
立
て
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

因
み
に
、
閘
門
扉
に
使
用
さ
れ
て
い
る

広
幅
厚
鋼
板
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
輸
入
し

た
造
船
用
厚
板
が
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

船
頭
平
閘
門
の
開
通

　

着
工
か
ら
二
年
半
を
経
た
明
治
三
五

（
一
九
〇
二
）
年
三
月
、
全
て
の
工
事
を
終

え
て
船
頭
平
閘
門
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

同
年
三
月
二
七
日
付
け
の『
新
愛
知
』
に

は『
此
程
漸
く
其
竣
成
を
告
げ
目
下
工
事
用

船
舶
を
木
曽
、
長
良
両
流
の
間
を
自
由
に

航
通
せ
し
め
、
不
日
一
般
の
通
航
を
許
す

筈
な
る
・
・
・
多
年
同
地
方
人
民
が
尠
な
か

ら
ず
舟
筏
の
便
を
失
ひ
し
損
害
も
将
来
に

救
済
す
べ
き
好
果
を
奏
し
得
る
』
と
閘
門

の
完
成
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
報
道
し
て

い
ま
す
。
こ
の
船
頭
平
閘
門
の
完
成
に
よ

っ
て
、
着
工
以
来
二
年
半
に
わ
た
り
途
絶

え
て
い
た
木
曽
川
と
桑
名
間
の
航
路
が
復

活
し
、
新
し
い
木
曽
三
川
を
結
ぶ
航
路
が

開
通
し
ま
し
た
。

長
良
・
揖
斐
を
結
ぶ
上
之
輪
通
船
路

　

船
頭
平
閘
門
の
開
通
に
よ
っ
て
、
新
し

い
木
曽
川
の
舟
運
路
が
開
き
ま
し
た
。
閘

門
が
完
成
し
た
翌
年
の
明
治
三
六
年
の
閘

門
操
作
回
数
は
五
、八
三
三
回
、
通
航
船
舶

二
七
、一
六
九
隻
、
筏
五
、五
六
九
枚
を
記

録
し
て
い
ま
す
。

　

船
頭
平
閘
門
か
ら
下
流
は
、
松
ノ
木
か

ら
千
倉
ま
で
の
長
島
輪
中
を
開
削
し
て
、

新
た
な
長
良
川
河
道
が
出
来
あ
が
り
、
一

方
、
揖
斐
川
は
、
上
之
輪
か
ら
福
島
ま
で

を
開
削
し
新
揖
斐
川
河
道
が
作
ら
れ
た
た

め
、
従
来
の
松
ノ
木・
千
倉
間
の
堤
防
と
上

之
輪
堤
防
は
揖
斐・
長
良
背
割
堤
と
し
て
遺

り
ま
し
た
。

　

長
良
川
と
揖
斐
川
を
結
ぶ
通
船
路
は
、

こ
の
背
割
堤
の
下
流
端
に
当
た
る
大
山
田

川
の
揖
斐
川
へ
の
合
流
地
形
を
利
用
し
て

造
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
通
船
路
を
利
用

し
た
上
之
輪
お
よ
び
桑
名
湊
に
至
る
航
路

は
、
昭
和
九（
一
九
三
四
）
年
の
伊
勢
大
橋

開
通
に
よ
り
締
め
切
ら
れ
る
ま
で
続
き
ま

し
た
。
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一
．
は
じ
め
に

　

木
曽
三
川
下
流
域
の
輪
中
地
帯
に
は
、

輪
中
故
、
多
く
の
圦い

り

や
本
川
か
ら
の
逆
水

を
止
め
て
排
水
す
る
逆
水
留
め
水
門
が
造

ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
資
料
が
極
め
て

限
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
構
造
が
時
代
と
共

に
ど
の
様
に
変
化
し
た
か
不
明
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
今
回
、
大
垣
市
水
門
川
の
逆

水
留
め
水
門
と
そ
の
三
九
年
後
に
建
設
さ

れ
た
岐
阜
市
荒
田
川
の
逆
水
留
め
水
門
に

関
し
、
明
治
初
期
に
改
築
さ
れ
た
両
水
門

絵
図
と
両
水
門
の
江
戸
末
期
で
の
水
門
写

し
絵
図
と
を
見
る
機
会
を
得
た
。
そ
こ
で
、

ま
ず
は
明
治
初
期
の
絵
図
か
ら
、
両
水
門

の
構
造
に
関
し
て
若
干
を
述
べ
、
水
門
構

造
を
検
討
す
る
端
緒
と
し
た
い
。

二
．
建
設
経
緯

二
ー
一　

水
門
川
の
水
門

水
門
川
は
、
大
垣
輪
中
北
部
の
湧
水

を
集
め
て
大
垣
市
街
地
を
蛇
行
し
つ
つ
南

流
し
、
牧
田
川
と
合
流
し
て
揖
斐
川
に
注

い
で
お
り
、
大
垣
城
主
氏
家
直
元（
?
〜

一
五
七
一
）
が
一
五
六
一（
永
禄
四
）
年
に

大
垣
城
の
掘
か
ら
現
大
垣
市
川
口
で
揖
斐

川
に
結
ぶ
運
河（
旧
牛
屋
川
で
後
の
水
門

川
）
を
開
削
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

大
垣
城
の
外
堀
を
兼
ね
る
牛
屋
川
は
、

生
活
用
水
路
や
排
水
路
、
桑
名
へ
の
舟
運

路
と
し
て
大
切
な
川
で
あ
っ
た
が
、
揖
斐

川
の
洪
水
が
逆
流
し
て
大
垣
を
水
に
沈
め

る
危
険
な
川
で
も
あ
っ
た
。

大
垣
藩
一
〇
万
石
の
初
代
藩
主
・
戸

田
氏
鉄（
一
五
七
六
〜
一
六
五
五
）
は
、

一
六
三
六（
寛
永
一
三
）
年
に
逆
水
の
防
止

法
と
し
て
、
豊
前
小
倉
の
防
潮
水
門
を
参

考
に
小
規
模
な
逆
水
留
め
水
門（
以
下「
水

門
」
と
記
述
）
を
建
設
し
、
一
六
五
二（
承

応
元
）
年
に
、

直
営
で
現
大
垣

市
今
福
町
に
本

格
的
な
水
門
を

改
築
し
た
。

　

水
門
は
槻

け
や
き

造

り（
注
：
両
水
門

の
図
に
は「
欅
」

で
は
な
く「
槻
」

の
文
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
）
で
、
三
〇

年
毎
に
改
造
、
一
五
年
毎
に
中
普
請（
修
繕
）

を
行
っ
て
き
た
。
廃
藩
後
、
一
八
七
五（
明

治
八
）
年
三
月
、
水
門
の
改
築
が
岐
阜
県

の
直
轄
工
事
で
完
了
し
た
。
な
お
、
原
形

を
保
っ
て
い
た
今
福
の
旧
水
門
は
、
惜
し

く
も
一
九
三
二（
昭
和
七
）
年
一
月
九
日
、

焚
き
火
の
不
始
末
で
焼
失
し
た
。

　

水
門
に
関
す
る
絵
図
は
、
一
八
七
四（
明

治
七
）
年
に
作
成
さ
れ
た
絵
図
と
同
年
に

一
八
五
四（
安
政
元
）
年
の
水
門
を
写
し
た

絵
図
が
あ
る
。

二
ー
二　

荒
田
川
の
水
門

　
　

明
治
初
期
ま
で
百
曲
川
と
呼
ば
れ
た

荒
田
川
は
、
岐
阜
市
金
華
山
の
東
山
麓
に

位
置
す
る
達た

ち
ぼ
く
ぼ
ら

目
洞
に
発
し
、
東・
西
と
蛇
行

す
る
度
に
南
流
を
繰
り
返
し
、
長
良
川
左

岸
近
く
で
論ろ

ん
で
ん田

川
を
合
流
後
、
長
良
川
本

堤
と
平
行
に
流
れ
、
墨
俣
の
上
流
約
一
㎞

地
点・
日ひ

き

え

置
江
の
高
河
原
で
長
良
川
左
岸
に

注
い
で
い
る
。

　

荒
田
川
は
、
一
六
〇
一（
慶
長
六
）
年
に

奥
平
信
昌
が
初
代
藩
主
と
な
っ
た
加
納
城

の
掘
り
の
水
源
で
、
長
良
川
を
経
て
桑
名

に
通
じ
る
加
納
藩
唯
一
の
舟
運
路
で
あ
り
、

明
治
初
期
ま
で
舟
運
に
使
用
さ
れ
て
き
た
。

　

一
九
二
九（
昭
和
四
）
年
か
ら
の
支
派
川

改
修
工
事
以
前
、
荒
田
川
は
論
田
川
を
合

流
後
、
直
ち
に
長
良
川
に
注
ぎ
、
長
良
川

の
増
水
に
よ
る
濁
水
は
論
田
川
と
荒
田
川

に
逆
流
し
た
。
こ
の
逆
水
防
止
の
た
め
、

一
六
九
一（
元
禄
四
）
年
、
加
納
藩
主
・
松

平
丹
波
守
光
永（
一
六
四
三
〜
一
七
〇
五
）

が
現
岐
阜
市
下
奈
良
の
荒
田
川
に
水
門
を

設
置
し
た
。
し
か
し
、水
門
は
一
七
一
〇（
宝

永
七
）
年
の
洪
水
で
壊
滅
、
以
後
二
〇
余

年
間
放
棄
さ
れ
て
い
た
。

　

一
七
三
二（
享
保
一
七
）
年
に
安
藤
対
馬

守
信
友（
一
六
七
一
〜
一
七
三
二
）
が
水
門



1875（明治 8）年に改築した水門川の水門（岐阜歴史資料館蔵）

敷石、土台石、扉持石などの配置図
左隅に「此所・・」と書かれている（岐阜歴史資料館蔵）

1879（明治 12）年に改築した荒田川水門の仮締め切り図
（岐阜歴史資料館蔵） 9
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を
再
築
、
同
信
成
が
一
七
四
三（
寛
保
三
）

年
に
修
繕
、
と
何
度
も
改
築・
修
繕
を
繰
り

返
し
て
き
た
。
水
門
は
一
八
七
二（
明
治
五
）

年
六
月
に
旧
加
納
県
か
ら
岐
阜
県
に
引
き

継
が
れ
、
県
は
一
八
七
八
年
に
水
門
の
改

築
に
着
手
、
翌
年
五
月
に
完
成
し
た
。

　

水
門
に
関
す
る
絵
図
は
、
一
八
七
九
年

に
完
成
し
た
絵
図
と
、
一
八
四
八（
嘉
永
元
）

年
に
改
築
し
一
八
六
二（
文
久
二
）
年
に
修

理
し
た
旧
水
門
を
写
し
た
絵
図
と
が
あ
る
。

三
．
逆
水
留
め
水
門
の
構
造

　

絵
図
を
基
に
各
水
門
の
構
造
に
つ
い
て

概
略
を
述
べ
て
い
こ
う
。
な
お
、
両
水
門

の
寸
法
に
つ
い
て
は
、
既
知
の
長
さ
を
絵

図
で
比
例
配
分
し
て
推
算
し
て
お
り
、「
目

安
程
度
」
の
数
値
で
あ
る
。

三
ー
一　

水
門
川
の
水
門
に
つ
い
て

　
（
一
）
水
門
の
大
き
さ

　

絵
図
に
記
入
さ
れ
た
寸
法
よ

り
水
門
全
体
は
、
水
路
部
本
体

は
川
幅
方
向
四
間
、
奥
行
き
二

間
で
、
水
門
全
体
の
高
さ
は
換

算
し
て
七
間
。
羽
口
が
上
流
側

に
五
間
、
下
流
側
に
三
間
で
広

が
り
、全
長
は
一
〇
間
で
あ
る
。

　

羽
口
末
端
開
口
部
の
幅
は
、

上
流
側
の
羽
口
が
角
度
約
一
五

度
で
広
が
り
六
間
四
尺
。
羽
口

末
端
か
ら
岸
側
へ
直
角
に
各
一

丈
一
尺
の
袖
柵
が
施
さ
れ
、
上

流
側
川
幅
方
向
の
全
幅
は
一
〇

間
二
尺
で
あ
る
。
一
方
、
下
流

側
の
羽
口
も
角
度
約
一
四
度
で
広
が
り
五

間
半
。
羽
口
末
端
か
ら
各
二
間
一
尺
五
寸

の
袖
柵
が
施
さ
れ
、
下
流
側
川
幅
方
向
の

全
幅
は
一
〇
間
で
、
ほ
ぼ
一
〇
間
四
方
で

あ
る
。

　
（
二
）
基
礎
工
事

　

敷
石（
約
一・
八
×
一・
五
尺
）
が
河
床
底

面
に
敷
か
れ
、
特
に
水
路
部
で
は
、
水
路

幅
方
向
に
土
台
柱
を
載
せ
る
長
い「
台
敷

石
」
が
、
水
路
部
の
上
下
流
端
と
中
央
部

に
敷
石
に
替
わ
っ
て
敷
か
れ
、
さ
ら
に
、

下
流
部
の
扉
設
置
部
に「
扉
持
石
」
が「
台

敷
石
」に
接
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

敷
石
は
下
流
羽
口
端
か
ら
水
路
部
下
流
端

の「
台
敷
石
」
ま
で
登
り
こ
う
配
で
、
そ
の

後
は
上
流
方
向
に
水
平
に
敷
か
れ
て
い
る
。

　

川
幅
方
向
に
設
置
さ
れ
る
各
土
台
柱
は

二
本
の
柱
を
繋
い
で
い
る
。
太
い
土
台
柱

は
水
路
部
上
下
流
端
の「
台
敷
石
」
の
上
に
、

若
干
細
い
土
台
柱
が
上
下
流
羽
口
先
端
部

の
敷
石
上
に
設
置
さ
れ
、
さ
ら
に「
扉
持
石
」

の
上
に
、
羽
口
部
と
同
じ
太
さ
で
長
さ
四

間
の
土
台
柱
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

羽
口
部
と
水
路
部
の
側
面
も
土
台
柱
で

連
結
さ
れ
、
上
下
流
羽
口
部
と
水
路
部
に

矩
形
が
形
作
ら
れ
る
。
上
流
羽
口
部
の

筋す
じ
か違

い
柱
は
十
文
字
に
交
差
し
て
お
り
、

下
流
羽
口
部
の
筋
違
い
は
、
流
れ
方
向
に

一
本
、
幅
方
向
に
二
本
。
大
切
な
水
路
部

の
筋
違
い
は
流
れ
方
向
に
二
本
、
幅
方
向

に
一
本
で
あ
る
。

　

水
門
本
体
の
側
面
は
石
積
み
で
、
石
積

み
部
分
に「
此
所
石
灰
ト
土
ニ
テ
築
立
申

候
」
と
書
い
て
あ
り
、
こ
の
部
分
に「
た
た

き
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。

　

石
積
み
の
補
強
に
は
、「
打
捨
杭
」
が
下

流
羽
口
部
の
石
積
み
前
面
を
補
強
。
水
路

側
面
に
は
下
流
側
か
ら
大
柱・
中
柱・
跡あ

と

柱

が
、
扉
前
面
に
は
男
柱・
添
男
柱
等
が
建
て

ら
れ
て
石
積
み
を
補
強
す
る
と
共
に
、
各

柱
を
冠か

ぶ
き木

が
繋
い
で
い
る
。
こ
の
他
に
、

扣ひ
か
え柱

が
水
門
本
体
側
面
に
大
小
合
わ
せ
て

片
側
二
〇
本
程
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
杭
は
、
一
〇
間
四
方
の
敷
地
内
の

水
門
本
体
以
外
の
所
で
、
水
路

付
近
で
は
流
れ
方
向
に
狭
い
間

隔
で
、
上
下
流
端
に
近
づ
く
に

つ
れ
て
広
い
間
隔
で
、
本
体
片

側
に
三
列
で
計
三
五
本
打
た
れ

て
い
る
。

　
（
三
）
扉
に
つ
い
て

　

高
さ
四
間
の
扉
は
、
七
本
の

槻け
や
き

立
桟
に
五
本
の
桧
の
横
木
か

ら
な
り
、
こ
れ
を
上
下
か
ら
槻

横
桟
が
押
さ
え
て
、
扉
を
構
成

し
て
い
る
。

　

扉
の
軸
受
け
部
に
鉄
製
軸
受
け
金
具
を

用
い
、
扉
の
軸
部
分
に
も
金
具
を
被
せ
、

軸
受
け
部
分
の
補
強
と
回
転
を
良
く
し
て

い
る
。
な
お
こ
の
他
、
扉
部
分
に
は
多
く

の
金
属
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

三
ー
二　

荒
田
川
の
水
門
に
つ
い
て

　
（
一
）
仮
締
め
切
り
と
工
事
小
屋

　

絵
図
よ
り
当
時
の
仮
締
め
切
り
を
見
て

み
よ
う
。

　

仮
締
め
切
り
は
水
門
か
ら
下
流
側
に
三

箇
所
、
上
流
側
に
一
箇
所
で
あ
る
。
下
流

側
で
は
、
水
門
か
ら
九
間
下
流
の
位
置
に

「
水
替
堰
」、
こ
の
水
替
堰
か
ら
三
六
間
下



捨て石の印が薄く写った土台柱や開土台柱の配置（岐阜歴史資料館蔵）

両水門の寸法

荒田川水門の側面図（岐阜歴史資料館蔵）

水門全体の寸法 水路本体の寸法 

幅（羽口間） 長さ 高さ 幅 長さ 高さ

水門川 上流側6間4尺 
下流側 5間半

荒田川 上流側 7間
下流側 8間 

8間14間

10間 7間 4間 4間2間

3間 4間 2間半

10

研
究
資
料 

流
に「
中
堰
」、
中
堰
よ
り
下
流
六
八
間
に

「
下
大
堰
」
が
設
け
て
あ
る
。
最
下
流
の
下

大
堰
の
左
岸
側
は
、
堤
頂
幅
が
堰
端
か
ら

徐
々
に
縮
小
す
る
仮
堤
防
で
左
岸
古
堤
に

接
続
し
て
い
る
。
一
方
、
水
門
か
ら
三
二

間
上
流
側
に「
上
ノ
大
堰
」
が
設
置
さ
れ
、

右
岸
側
で「
折
廻
堰
」
と
交
わ
っ
た
後
、
下

流
方
向
に
堤
防
が
接
続
し
て
い
る
。

　
「
大
工
小
屋
」、「
木
挽
小
屋
」、「
条
小
屋
」、

「
箱
番
所
」
が
水
門
下
流
左
岸
側
の
畑
の
中

に
竹
垣
に
囲
ま
れ
て
建
ち
、「
松
明
小
屋
」

と「
水
門
番
家
」
が
水
門
上
流
左
岸
側
に
建

っ
て
い
る
。

　
（
二
）
水
門
の
大
き
さ

　

水
門
構
築
に
必
要
な
木
材
は
普
請
の

前
年
ま
で
に
用
意
し
、
柱
・
梁
・
木
扉
・

腹
板
な
ど
緊
要
な
も
の
に
は
槻
や
桧
を
、

水
中
の
土
台
は
松
材
を
使
用
す
る
決
ま

り
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
水
門
川
の
水
門

と
同
様
、
水
門
は
お
よ
そ
三
〇
年
毎
に

改
築
、
一
五
年
毎
に
修
繕
を
行
う
決
ま

り
で
あ
っ
た
。

　

水
路
部
の
寸
法
は
、
川
幅
方
向
三
間
、

奥
行
き
四
間
で
扉
の
高
さ
は
二
間
半
。

水
門
全
体
の
長
さ
は
、
上
流
方
向
の
羽

口
が
各
二
間
で
計
四
間
、
下
流
方
向
の

羽
口
が
各
三
間
で
六
間
、
全
長
は
一
四

間
。
高
さ
は
約
八
間
で
あ
る
。

　

水
路
幅
方
向
の
幅
は
、
上
流
方
向
の

羽
口
が
距
離
四
間
を
約
二
五
度
の
角
度

で
開
き
、
羽
口
間
の
幅
は
七
間
。
一
方
、

下
流
側
の
羽
口
は
途
中
で
曲
が
っ
て
い

る
。
ま
ず
は
羽
口
が
距
離
三
間
を
約

一
〇
度
で
開
き
、
そ
の
後
、
同
じ
く
三
間

の
羽
口
が
三
二
度
で
広
が
り
、
下
流
側
の

幅
は
八
間
で
あ
る
。

　
（
三
）
基
礎
工
事

　

基
礎
に
は
、
敷
石
や「
台
敷
石
」
等
の
代

わ
り
に「
捨
て
石
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

多
量
の「
捨
て
石
の
塊（
現
代
の「
束
石
」
の

役
割
）」
が
水
路
部
上
下
流
端
と
上
下
流
羽

口
部
の
中
間
に
川
幅
方
向
に
設
置
さ
れ
た

計
四
本
の
土
台
の
下
、
さ
ら
に
上
下
流
羽

口
部
中
間
ま
で
の「
開
土
台
」
柱
の
下
に
施

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
少
量
の「
捨
て
石
の

塊
」
が
上
下
流
羽
口
部
の
残
り
の「
開
土
台

柱
」
下
に
施
さ
れ
て
い
る
。
な
お
次
回
に

詳
し
く
述
べ
る

が
、
一
八
六
二

（
文
久
二
）
年

に
修
繕
し
た
水

門
で
は
、「
捨

て
石
の
塊
」
が

水
門
全
体
に
施

さ
れ
て
い
る
。

　
「
捨
て
石
」

に
つ
い
て
、「
岐

阜
県
治
水
史
」

は
「
水
門
は

一
七
八
九（
寛

政
元
）
年
に
石

材
で
改
築
さ
れ

た
が
、
翌
年
に

破
壊
し
た
の

で
、
再
び
水
門

は
木
材
で
改
築

さ
れ
た
」
と
述
べ

て
お
り
、
破
壊
を

教
訓
に
、
以
降
の

水
門
は
基
礎
や
側

面
に
石
材
を
使
用

し
な
く
な
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

　

水
門
底
部
の
こ
う

配
は
、
下
流
羽
口
部

か
ら
扉
部
分
ま
で
床

板
が
登
り
こ
う
配

で
、
扉
部
分
か
ら
上

流
方
向
に
床
板
が
水

平
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
旧
水
門
を
写
し
た
絵
図
に

よ
る
と
、
水
路
底
部
は
水
平
で
、
扉
は
段

差
が
無
く
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま

り
、
明
治
期
の
扉
部
分
の
段
差
は
、
ゴ
ミ

な
ど
に
よ
る
扉
の
開
閉
を
改
善
す
る
目
的

で
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

水
門
本
体
外
側
に
打
た
れ
た
杭
は
、
扉

設
置
付
近
で
密
な
間
隔
で
打
た
れ
、
水
門

片
側
で
三
列
計
三
三
本
で
あ
る
。
ま
た
、

土
圧
に
対
処
す
る
た
め
に
、
土
留
め
杭
が

上
下
流
羽
口
と
水
門
本
体
部
、
さ
ら
に
袖

柵
か
ら
堤
防
側
へ
、
片
側
で
計
三
一
本
打

た
れ
て
い
る
。

　
（
四
）
扉
に
つ
い
て

　

扉
は
、
縦
方
向
に
幅
が
異
な
る
板
を
交

互
に
計
一
一
枚
取
り
付
け
ら
れ
、
五
本
の

横
柱
で
留
め
ら
れ
て
い
る
。

扉
軸
の
上
下
端
分
と
両
扉
接
触
部
に
は
金

属
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
図
の
濃

淡
か
ら
の
推
測
で
あ
る
が
、
扉
を
補
強
し

て
い
る
五
本
の
横
柱
の
端
分
も
金
属
で
固

定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

四
．
お
わ
り
に

　

明
治
期
に
描
か
れ
た
絵
図
に
よ
る
構
造

が
、
創
建
時
の
構
造
を
再
現
し
て
い
る
保

証
は
な
く
、
む
し
ろ
、
改
築
を
重
ね
る
毎

に
改
良
が
加
え
ら
れ
た
と
考
え
る
方
が
妥

当
で
あ
る
。
今
後
さ
ら
に
詳
細
な
検
討
を

加
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
以
下
の
よ
う
な

こ
と
は
言
え
よ
う
。

・
土
台
柱
下
の
基
礎
は
、
水
門
川
で
は
敷
石

　

や
台
敷
石
で
、
荒
田
川
で
は
捨
て
石
で

　

あ
っ
た
。

・
水
門
側
面
は
、
水
門
川
で
は
石
積
み
、
荒

　

田
川
で
は
土
留
め
杭
で
土
圧
に
対
処
し

　

て
い
た
。

・「
た
た
き
」
工
法
が
水
門
川
の
水
門
の
石

　

積
み
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。

・
荒
田
川
の
水
門
で
は
、
明
治
期
に
扉
部
分

　

に
段
差
が
付
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
り
、　

　

部
分
的
な
改
良
が
徐
々
に
加
え
ら
れ
て

　

き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
回
は
、
幕
末
期
の
両
水
門
の
構
造
に

つ
い
て
触
れ
る
予
定
で
あ
る
。
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